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企業理念 「お客様のために進化する」企業理念 「お客様のために進化する」
売上高 : 3,359億円 （2017年5月期:連結）
資本金: 211億89百万円 （2017/5/20現在）
従業員 :  2,968名 （2017/5/20現在:連結）
事業内容:法人および個人向け通信販売事業
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▲アスクル本社（豊洲キュービックガーデン） ◀AVC関西（2018年2月稼働）



③④自社の事業活動に直接関係するCO2排出
①②サプライチェーンとしてのCO2排出

サプライヤ原料メーカー

商品商品

お客様

①
商品・原材料に係るCO2

②
輸送に係るCO2

③
事業所/物流センターからのCO2

④配送に係るCO2
約21,000 （t-CO2） 約14,000（t-CO2） 約10,000 （t-CO2）約1,000,000 （t-CO2）

合計CO2排出量1,045,000（t-CO2）

アスクル

再生可能エネルギー 電気自動車

RE100とEV100に加盟



Scope1,2,3 削減目標
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 Scope１・２・目標 :2030年ゼロ・取り組み:事業所・物流センターの再エネ化配送車両のEV化
 Scope３・サプライヤーとの連携による輸送の効率化容器包装の省資源化・カタログの電子化・主要なサプライヤーと、原材料の調達から輸送に至るGHG排出量の見える化をし、削減に向けて取り組む。

SBT認定の申請



2017 2025 2030

再エネ率0％ 再エネ率80％ 再エネ率100％

その他センターと

子会社を

１００％再エネ化

アスクル物流センターを

１００％再エネ化

すべて再生可能エネルギーで運営される物流センターに

RE100:SCOPE2ゴールと中間目標

2018約25％再エネ化



Happy On Time（LOHACO新受取サービス）
30分単位お届け予定確認 ドライバー位置確認 お届け商品確認

一般的な宅配不在率

約20％

2.5％
※1.出所：平成27年8月25日国土交通省「宅配の再配達の発生による社会的損失の試算について」内の環境省「平成26年度低炭素地域づくり集中支援モデル事業」調査における不在率(一日の不在再配達/一日の持出個数)23.5％を元に記載。※2.本サービス実績(2017年5月21日～同年6月20日、1時間枠指定の場合)

※1

※2

「Happy On Time」配送による不在率

配送における再配達を削減


